●ペンシルロケット5があれば48ヘ●なければ12C
368
グミさんの来た脇道を奥に進むと、やがて、一面に赤く輝く石が落ちている場所へ着いた。
「この赤い石が溶岩し～ん?」ポーラが恐る恐る石を持つ。ジェフが石をいろいろな角度か
ら観察していたけれど、結局どういう効果があるのかは、わからずじまいだった。
「とにかく、この石を1個持っていこう」
ぼくがそう言って石をスボンの右ポケットに入れたとき、唐突にプーが叫んだ。
「おい、ちよっと、こっちに来てくれ!
◆『赤い石』を入手した。アイテムリストにチェックして320へ
369
ビビビビビビ-ツ!ジェフが、虹色ビームを放った。とたんに7色
の光線が、ギーグの体のどまん中、目玉のような場所を直撃する。
が、ついにギーグはしびれを切らしたようだ。
ギギギギギッギギギギギッギギギイッギ……。
奇妙な音を発したかと思うと、突然、正体不明の攻撃を放ったのだ。ギーグは寸分たりと

